
(概要版)        互いに認め合い 
 自主的に活動する学級活動の工夫 

  －｢絆シート」と「話合いの手引き」を取り入れた話合い活動を通して－           

・自分に自信がもてない 
・人間関係に不安 

・どう計画すればいいの？ 
・自分の意見を伝えられない 

小学校学習指導要領解説 特別活動編 
・「望ましい人間関係」の形成を各目標に明記 
・自主的、自治的な活動を一層重視 

いいれて 

個人では 学級活動では 

・互いに認め合える人間関係を作りたい 
・自主的に活動するにはどうしたらよいか？ 

・自主的に話合い活動を計画、運営する必要がある 
・よさを生かして役割を果たし、互いに認め合う関係を築く必要がある      
・よさに目を向ける活動を通して、自分を肯定的に認識する必要がある    

長期研修員   眞塩 康彦 

児童の実態 国や群馬県の方針 

教師の願いでは 

現状と課題 

研究の概要 

○互いに認め合う関係 ○自分のよさを生かして自主的に活動する意識 

平成２２年度 群馬県 学校教育の指針 
「よりよい生活づくりを形成する力」 
・望ましい人間関係の形成 
・話合い活動をより一層重視 

 
     ・話合い活動を計画、運営する活動 
     ・自分の考えを伝え合う活動 
     ・協力し合って集団決定する活動 
     ・役割や責任をもち進んで遂行する活動 

「伝える」「認め合う」「生かす」の過程 

絆シート 
        を取り入れて 

話合いの手引き 
      を取り入れて 

             
自主的に話合い活動
を計画、運営し、協力
し合って話し合える    
 

児童の多様な思いや
願いを伝える 



絆シート② 

計画委員会をつくろう
計画委員会は、司会グループ、提案者、先生

○ 仕事の分担（５人の場合）

司会さん １人 副司会さん １人… …
ノート書記さん １人 黒板書記さん ２人… …

○ 話合いまでに、計画委員がやっておくこと
１ 学級で話し合うぎだいを、みんなの意見から決める手伝いをします
○みんなに問題を出してくれるように呼びかけをします。
○議題ポストに入っていたみんなの意見を整理します。
○整理した意見を紹介して、みんなで話合うぎだいを決めます。

２ どんな話合いにするのか、計画委員が相談して計画を立てます
○どんな話合いにしたいのか、どんなことを話合うのか決めます。
○たのしい話合いになるような流れを、話合いカードに書きます。
○話合いの予定とお願いをれんらくします （話合いカードを配る）。
○リハーサルをやって準備ＯＫ。協力しあってがんばろう！

３ 話合いの計画を立てて、みんなに知らせる。
○今度の話合いで、一番大事なことは何か。
○話合いの順じょと、時間のわりふり。

・一番時間をとって話し合うところ
・意見が出なそうなところ
・意見が出て、まとまらなくなりそうな
ところ

予想して、どうしたら
よいか考えておく

話し合いの計画 話し合いの準備

年 組 計画委員会 司会の言葉（高学年）

、 。①数の絞り込みをす ○次に それぞれの意見の反対意見について発表してください
る。 まとめる意見

○黒板書記は賛成意見の多い順に短冊を並び替えていく。

○この中の意見から決めていいですか。

よりよい集団決定に向けた投げかけの手順②決定に向かう。
。(集団決定) ○これらの意見をまとめるような方法(考え)はありませんか

○どちらの意見も大切にする方法(考え)はありませんか。
(折衷案）

○～ならば、賛成という方法(考え)はありませんか。
(条件付き賛成)

○では、この意見の中から、それぞれのよさや問題点をふまえ
て、決定していきます。

※多くの人から、賛成意見ばかり出てきたものには…
○□□について、反対意見がなければ、これで決めていいです
か。

※意見が多く分かれている場合には…
○□□については、意見が分かれているので、賛成意見を聞い

、 、 。て 納得できれば 反対から賛成に変わるとよいと思います
そのような人は 発表してください。

○他にも反対から賛成に変わる人はいませんか。

「話合いの手引き」 

な ぜ 「 話 合 い 」 を す る の ？

何 を 話 し 合 え ば い い の ？
話 し 合 う こ と は 、 ど ん な こ と ？１

み ん な か ら

○ 学 級 が 良 く な る た め に 「 み ん な で

こ こ ん な こ と を し た い な 」 と い う こ と

○ み ん な が 困 っ て い る こ と

○ ル ー ル な ど み ん な で 決 め て お き た

い こ と

み ん な と 仲 良 く な り た い な

み ん な と 一 緒 に や り た い な

で も 、

自 分 だ け じ ゃ 、

で き な い も ん な あ ～

みんなでよりよい学級を作るため

学級での問題 係活動のこと 集会のこと学級目標

みんなの思いや考えをもとにして

みんなで決めておきたいと

はたらくこと

一人一人がよりよい生活を送るため

よさを認め合う生活や学習の仕方 健康や安全のこと

みんなの思いや考えを深めながら

食生活

「絆シート」資料例 研究の内容 

一人一人の思いや願いを引き出せるよう 
       「絆シート①」に記入しましょう。 

 ①②③の手順で、修学旅行のスロー
ガンに入れたい言葉とその理由を整
理して書けます。思いや願いを生か
したスローガンを作成しましょう。 

一人一人のよさを引き出せるよう 
       「絆シート②」に記入しましょう。 

  ①②③の手順で、三種類のよさにつ
いてのよさとそれに合う係を整理して
書けます。互いのよさを基に係分担を
決定しましょう。 

よさを生かした取組を自己決定できるよう    
        「絆シート③」に記入しましょう。 

 「絆シート②」のよさを生かした取組
を書けます。新たな目標を設定し、自
主的に活動できるようにしましょう。   

児童全員に配付 

計画委員の活動 

○役割の説明 
     「計画委員会を作ろう」 
     「話合いの役割｣ 

○話合いの進め方 
     「活動計画を立てよう」 
     「司会の言葉」 

計画委員が計画、運営ができるため 

協同して話合いができるよう 
「話合いの手引き」を取り入れましょう。 

 自主的に話合い活動を
計画、運営ができます。協
力し合って集団決定できる
ようにしましょう。 

○話合いの意義 
    「なぜ話合いをするの」 
    「どんなことを話し合うの」 

○意見の伝え方 
「こんな意見が言えると素晴らしい」 

○意見の聞き方 
「こんな姿勢で聞けると素晴らしい」  

児童が協力し合って話し合うため 

協同的な 
話合い活動 



話合 い の や く わ り
司会さん

①計画にそって話し合いを進めよう

○はじめのことば、おわりのことば、係を紹介したり、発言をもとめたりす

る言葉を言う。

※「今から、 について話合います。」…

「 の順序で話合っていきます。」…

○ぎ題からそれないように気を付ける

※「話し合いがそれてしまったようです。

について意見を言ってください。」…

②発言する人を指名する

○みんなが発表できるように、すばやく指名する

○いつも同じ人ばかり当てないで、みんなの意見をたくさん

引き出せるよう工夫する

※「まだ、意見を言っていない人の考えを教えてください。」

③出された意見を整理する

○人の発表をわかりやすくまとめて、みんなに確認ができる

ようにする

※「みんなの意見は、 ということですね。 」 「 と の二つの… … …

意見に分かれています。」

○わけや理由、根拠などを聞く、確かめる

○声が小さかったりして、聞き取りにくいときは、もう一度

発言してもらう

○賛成か反対か、質問やつけ足し、メリットやデメリットな

ど立場を明らかにさせよう。

※「 の意見に賛成の人に聞きます。質問や付け足しの意見を…

言ってください。」

④出された意見をまとめ、みんなで決める

○すぐに多数決をとって決めることのないように！

計画委員会をつくろう

、 、 、 。計画委員会は 司会グループ 提案者 先生です

○ 仕事の分担（５人の場合）

司会さん １人 副司会さん １人… …

ノート書記さん １人 黒板書記さん ２人… …

○ 話し合いまでに、計画委員がやっておくこと

①話し合いの計画を立てて、みんなに知らせる。

・今度の話合いで、一番大事なことは何か。

・話合いの順じょと、時間のわりふり。

②話し合いの準備をする

提案の仕方を考え、メモをし、話し合いの前に発提案者 …

表する （どんなことを、何のために、どう話し合。

ってもらいたいか） 図やグラフ、表などでわかり

やすくまとめて発表しよう。

話し合いの計画を立てる。文字通り、司会司会グループ …

をする。＊くわしくは、後のページを見てください。

・一番時間をとって話し合うところ

・意見が出なそうなところ

・いろんな意見が出て、まとまらなく

なりそうなところ

・司会グループの役割を決める ・議題や話し合いの柱をカー。

・話し合うことを決め、順番を ドに書いておく。

予想して、どうしたら
よいか考えておく

話し合いの計画 話し合いの準備

計画委員会を進めよう

学級活動を始める前に、準備をしましょう。

○ ５～６人くらいが望ましいですが、学級の人数によって減らしてもかまいません。

司会者…１人 副司会者…１人
ノート書記…１人 黒板書記…２人

○ 各学級活動の時間ごとに、生活グループなどで輪番制で行うとよいでしょう。

①１回ごとに計画委員を新しくして組んでいく。【輪番制の

②やったことのある人とない人がいっしょに計画委員を組んでいく。やり方】

③同じメンバーで２回つづけて計画委員を組んでいく

司会グループの役割と仕事内容○

・司 会 者…話合いを進める。

・副司会者…発言した児童を記録し、指名の際、まだ発言していない児童を司会者に

伝える。時計を見て、話合いの進みぐあいを把握し、司会に伝える。

・書 記…黒板やノートに、出された意見や決定した事柄を記録する。話合いの

最後に決まったことを発表する。

…計画委員は

学級活動で話合う議題やめあての決定 話合いの準備 司会･記録を行うグループを+ +

行う役割のこと

計画委員を決める

計画委員の役割分担を決める

議題(話し合うこと)を決める。

「伝える」過程  

「生かす」過程  

学級のアンケートから問題意識をもち、修学旅行のスローガンを作成する話合いをした。 

班の児童について、三種類のよさから係分担を話合い、決定した。  

修学旅行から課題を設定し、自分のよさを学級のために生かすことを話合い、自己決定した。 

「認め合う」過程  

最後の思い出 絆を深め助け合おう   

 
○思いや願いを生かした 
    活動計画を立て司会、 
    記録などを担当し、中   
    心となって活躍した 

 

○考えを明確にして、思い  
    や願いを伝えられた 
○認め合う言葉をスローガ  
  ンに入れることができた 
 

結果 

話合い活動 

・話合いの意義を理解し、話合いを円滑に進められた。 
・自分の思いや願いを伝えることができた児童が増加した。 

 
○自分の知らないよさを 
  知り 自信がもてた 
○班やみんなのために頑 
    張ろうと思った 

・「絆シート②」から、他の児童のよさを伝えられ、納得して係が決まった。 
・自分を肯定的に認識でき、期待に応えようとする児童が増加した。 
 

 
○学級をよくしたい思いや願いを 
 全体で共有できた 
○学級のために自分の取組を設 
 定できた 

・素直な思いや願いを全体で共有でき、一人一人の考えが深まった。 
・学級をよりよくしたい目標を設定でき、自己決定したことを進んで取り組める児童が増加した。 

 

計画委員 

 
○班で、一番適性に合う 
  係を話合い、本人が了 
    解すれば決定すること  
   に決めた 
 

計画委員 話合い活動 

結果 

話合い活動 仲間と思えば、思いやり
のある学級になる 

結果 

スローガン 

思いやりのある協力
できる学級にしたい 自己決定 

授業実践 



  

   問い合わせ先        群馬総合教育センター     
                              担当係 ： 義務教育研究係    ０２７－２６－９２１３(直通) 

○より一層、児童が自信をもち、積極的に自分の考えを伝えられるよう「絆シート」の内容や様式を修正し、児 
 童の実態に合うよう工夫していく必要がある。                                                                                                                                              
○意見を検討するときに、賛成や反対の意見を複数の観点から発言できるよう、「話合いの手引き」を修正し 
 よりよい集団決定の方向性を児童が見付けられるようにする必要がある。 
○他の学校行事や学校生活の様々な話合いでも「絆シート」と「話合いの手引き」を取り入れ、活動の継続を 
 したい。    

まとめ 

                                                           
 
○計画委員が、自主的に話合い活動を計画、運営 
 でき、円滑に進行できた。 
○話合いの仕組みや意義を理解でき、協力し合っ 
 て集団決定できた。 

「話合いの手引き」

課 題 

                                            
 
○考えを明確にし、多様な思いや願いを伝え合うこと 
 ができた。 
○友達との関係をよりよくしたい思いを共有できた。 
○互いのよさの認め合いから、納得して係決定できた。 
○自分のよさを学級生活に生かし、自主的に活動する 
 意識を高めることができた。 

 
                             
  

「絆シート」

成 果 

研究の結果 
「伝える」過程 

27% 

14% 

58% 

25% 

14% 

30% 30% 

実践① 

事前 

自分の意見を進んで発表することができた 

大変よくできた まあまあできた あまりできなかった 全くできなかった 

 友達との関係をよりよくしたい思いを
共有し、互いに認め合う意識を高めるこ
とができた。 

「認め合う」過程 

54% 

5% 

37% 

11% 

7% 

44% 39% 

実践② 

事前 

友達からよさを聞いて自分に自信をもてた 

大変もてた まあまあもてた あまりもてなかった 全くもてなかった 

 他の児童から見た自分のよさに気付
くことができ、自己肯定感を高め、自分
の役割を進んで果たそうとする意識を
高めることができた。 

「生かす」過程 

20% 

6% 

61% 

39% 

17% 

41% 

2% 

14% 

事後 

事前 

自分は、班や学級に役に立っている 

21% 

9% 

62% 

41% 

16% 

39% 11% 

事後 

事前 

自分の役割を果たし、自主的に活動できた 

大変よくできた まあまあできた あまりできなかった 全くできなかった 

 新たな目標として自己決定すること
ができ、自主的に自分のよさを学級生
活に生かそうとする意識を高め、互い
に認め合い、自主的に活動することが
できた。 


